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要望演題01
第 １ 日目　 ３月13日（水）　第 １会場
8 :30～ 9 :20　突発性大腸破裂

司会	 首都大学東京　健康福祉学部　放射線学科� 古川　　顕
	 東京女子医科大学　第二外科� 亀岡　信悟

RS01-01　‌�急性突発性大腸破裂の検討 
	 光省会福田外科病院　外科� 清水　輝久

RS01-02　‌�当院における特発性大腸穿孔手術症例の検討 
	 上都賀総合病院　外科� 知久　　毅

RS01-03　‌�当院における特発性結腸破裂の検討 
	 公立世羅中央病院� 末廣　眞一

RS01-04　‌�下部消化管穿孔の血清 IgG値と重症化との関連性に関する検討 
	 埼玉医科大学　消化器一般外科� 淺野　　博

RS01-05　‌�大腸穿孔手術症例の予後因子に関する検討 
	 八王子医療センター　消化器外科� 寿美　哲生

RS01-06　‌�下部消化管穿孔の手術治療に関する検討 
	 川崎医科大学　消化器外科� 東田　正陽

RS01-07　‌�当科における大腸穿孔症例に対する予後予測因子の検討 
	 順天堂大学医学部附属順天堂医院　大腸肛門外科� 岡澤　　裕

要望演題02
第 １ 日目　 ３月13日（水）　第 ２会場
14:35～15:55　イレウスの手術タイミング

司会	 帝京大学医学部附属溝口病院　外科� 杉山　保幸
	 藤田保健衛生大学　外科� 前田耕太郎

RS02-01　‌�術後イレウスに対する高気圧酸素療法の検討 
	 札幌道都病院　外科� 秦　　史壯

RS02-02　‌�絞扼性イレウスの早期診断指標についての検討 
	 日本医科大学多摩永山病院　外科� 菅野　仁士

RS02-03　‌�絞扼性イレウスの診断における判別式の有用性 
	 横浜市立大学　消化器腫瘍外科� 鈴木　紳祐

RS02-04　‌�小腸イレウスの標準的治療指針の検討 
	 ベルランド総合病院　外科� 川崎　誠康

RS02-05　‌�絞扼性 ileusの造影 CT診断―各所見出現時期の検討―  
	 日本医科大学付属病院　消化器外科� 安藤　文彦



日本腹部救急医学会雑誌 Vol.33（2）2013

─ 57 ─

要
望
演
題

RS02-06　‌�直腸癌イレウスに対する治療戦略― T4直腸癌に対する２期的手術―  
	 弘前大学　医学部　消化器外科� 小山　　基

RS02-07　‌�癒着性イレウスに対する手術適応および至適時期の検討 
	 NTT東日本札幌病院　外科� 松井　あや

RS02-08　‌�当院の CTを中心とした絞扼性イレウス診断ガイドラインの有用性の検討 
	 京都第二赤十字病院　救命救急センター　救急部� 飯塚　亮二

RS02-09　‌�絞扼性イレウスの診断における判別式の有用性についての検討 
	 藤沢市民病院　外科� 本庄　優衣

RS02-10　‌�当院におけるイレウス診断と治療方針 
	 大垣市民病院　外科� 森　　治樹

要望演題03
第 １ 日目　 ３月13日（水）　第 3会場
13:40～14:20　腹部救急領域における画像診断

司会	 大阪大学　医学部　放射線科� 富山　憲幸
	 東京女子医科大学東医療センター　外科� 成高　義彦

RS03-01　‌�腸管壁 CT値を用いた絞扼性イレウス診断の有効性 
	 日本医科大学付属病院　消化器外科� 青木　悠人

RS03-02　‌�卵巣捻転の画像診断；奇形腫以外の原因疾患とその画像的特徴 
	 荏原病院　放射線科� 生田　修三

RS03-03　‌�腸管血流障害を伴う腹部緊急手術における ICG蛍光法の有用性 
	 市立秋田総合病院　外科� 長谷川　傑

RS03-04　‌�よくある卵巣疾患の茎捻転に対する術前の画像所見と特徴―実際に腹腔鏡下
手術で対処した症例から―  
	 医療法人　篤靜会　谷川記念病院� 伊熊健一郎

RS03-05　‌�潜在的な閉鎖孔ヘルニアを示唆する CT所見に関する検討 
	 総合病院国保旭中央病院　外科� 唐崎　隆弘

要望演題04
第 ２ 日目　 ３月14日（木）　第 3会場
9 :20～10:10　腹部救急におけるリスクマネージメント

司会	 山口大学大学院　消化器・腫瘍外科学� 硲　　彰一
	 和歌山県立医科大学　第二外科� 山上　裕機

RS04-01　‌�高齢者重症外科患者管理におけるリスクマネジメント～血行動態管理指標とし
ての SVI・CVO2 index の有用性～ 
	 国吉病院　消化器外科� 近森　文夫
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RS04-02　‌�安全で迅速な検査・移動を可能とするバックボード装着型多用途架台（“Back-
board Tree”）の臨床使用 
	 千葉大学大学院医学研究院　救急集中治療医学� 松村　洋輔

RS04-03　‌�上部・下部消化管出血における TAEの有用性 
	 日野市立病院　放射線科� 三浦　弘志

RS04-04　‌�高齢者の腹部救急におけるリスクマネージメント　―シルバーケアの実践―  
	 公立富岡総合病院　外科� 門脇　　晋

RS04-05　‌�敗血症性ショック治療におけるモニタリングシステムの活用 
	 近畿大学　医学部　奈良病院　外科� 池田　光憲

RS04-06　‌�日々の症例検討、MMカンファレンスはリスク回避に必須である 
	 一宮市立市民病院　救命救急センター� 真弓　俊彦

要望演題05
第 ２ 日目　 ３月14日（木）　第 3会場
10:10～11:00　腹部外傷に対する IVR

司会	 済生会横浜市東部病院　救命救急センター� 船曵　知弘
	 日本医科大学　消化器外科� 谷合　信彦

RS05-01　‌�外傷性腸間膜損傷に対して、術中にマイクロカテーテルから色素を注入し切除
範囲を確認し得た１例 
	 奈良県立医科大学　高度救命救急センター� 川井　廉之

RS05-02　‌�外傷性脾損傷に対する IVRを中心とした治療戦略 
	 川口市立医療センター　救命救急センター� 細井康太郎

RS05-03　‌�外傷後遅発性後腹膜出血の１例 
	 三豊総合病院� 橋本　好平

RS05-04　‌�左胃動脈仮性瘤による腹腔内出血に対し経皮的動脈塞栓術が有効であった一例 
	 高知医療センター　消化器外科� 住吉　辰朗

RS05-05　‌�IVRによる外傷性脾損傷治療例の検討 
	 国立病院機構千葉東病院外科� 青山　博道

RS05-06　‌�外傷性脾損傷による出血性ショックに対し、選択的脾動脈塞栓術を選択し救命
し得た１例 
	 青森市民病院　外科� 吉川　　徹
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要望演題06
第 ２ 日目　 ３月14日（木）　第 3会場
8 :30～ 9 :20　消化管出血に対する内視鏡的治療

司会	 東京医科大学八王子医療センター　消化器内科� 角谷　　宏
	 日本医科大学　多摩永山病院　外科� 吉田　　寛

RS06-01　‌�膵管出血に対する治療戦略 
	 聖マリアンナ医科大学　消化器・一般外科� 小林慎二郎

RS06-02　‌�上部消化管出血に対する NBCA-Lipiodol TAEの施行経験～より確実に、より安
全に～ 
	 武蔵野赤十字病院　救命救急センター� 安田　英人

RS06-03　‌�消化管出血に対するオンコール体制の評価 
	 新潟市民病院　消化器内科� 古川　浩一

RS06-04　‌�下部消化管出血における緊急下部内視鏡検査についての検討 
	 安城更生病院　消化器内科� 竹内真実子

RS06-05　‌�超高齢者の上部消化管出血に対する内視鏡的治療 
	 札幌厚生病院　第一消化器科� 鈴木　　肇

RS06-06　‌�下部消化管出血に対する内視鏡的止血術 
	 札幌厚生病院　第１消化器科（胃腸科）� 寺門　洋平

要望演題07
第 ２ 日目　 ３月14日（木）　第 3会場
15:50～16:50　食道破裂に対する治療

司会	 九州大学　消化器・総合外科� 森田　　勝
	 大阪市立大学大学院　医学研究科　腫瘍外科　� 大平　雅一

RS07-01　‌�食道破裂後の難治性瘻孔に対する内視鏡治療 
	 和歌山県立医科大学　第２外科� 尾島　敏康

RS07-02　‌�特発性食道破裂に対する術式選択について 
	 国保君津中央病院　外科� 小林　壮一

RS07-03　‌�特発性食道破裂４例の手術経験 
	 昭和大学　藤が丘病院　消化器外科� 根本　　洋

RS07-04　‌�食道穿孔に対する胸腔鏡下食道切除術 
	神戸大学大学院　医学研究科　外科学講座食道胃腸外科学分野� 瀧口　豪介

RS07-05　‌�胸腔鏡を利用した治療が有効であった特発性食道破裂の１例 
	 北里大学　医学部　救命救急医学� 花島　　資

RS07-06　‌�特発性食道破裂の治療方法選択と術後合併症対策 
	 東海大学　消化器外科� 千野　　修
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RS07-07　‌�特発性食道破裂に対し経食道裂孔アプローチによる縫合閉鎖術に加え、T-tube
を用いた食道外瘻造設術を施行した３例 
	 いわき市立総合磐城共立病院　外科� 吉田良太朗

要望演題08
第 １ 日目　 ３月13日（水）　第 3会場
14:20～15:20　胃十二指腸穿孔の診断と治療

司会	 多根総合病院　急性腹症科� 城田　哲哉
	 国際医療研究センター　臨床研究センター　
	 開発医療部　細胞治療研究開発室� 辻谷　俊一

RS08-01　‌�腹部鈍的外傷による十二指腸単独損傷の一例 
	 東京ベイ浦安市川医療センター　外科� 奥村　賢治

RS08-02　‌�オクトレオチド投与の有無により術後経過に差を生じた十二指腸球部潰瘍穿孔
の２症例 
	 公立学校共済組合中国中央病院　外科� 和久　利彦

RS08-03　‌�上部消化管穿孔に対する内視鏡外科手術の有用性 
	 防衛医科大学校　外科� 野村　信介

RS08-04　‌�内視鏡的十二指腸治療後に生じた十二指腸穿孔に対する開腹手術４例の検討 
	 広島市立広島市民病院� 加藤　卓也

RS08-05　‌�当院における上部消化管穿孔手術60例の検討 
	 順天堂大学　練馬病院　総合外科� 塚本　亮一

RS08-06　‌�噴門部の特発性胃潰瘍穿孔の一例 
	 岩手県立釜石病院外科� 齋藤　　匠

RS08-07　‌�止血クリップを用いた内視鏡的閉鎖術が奏功した消化管難治性瘻孔の１例 
	 国立病院機構　東京医療センター� 関谷　宏祐

要望演題09
第 １ 日目　 ３月13日（水）　第 3会場
15:20～16:45　急性胆嚢炎・急性胆管炎の診断と治療

司会	 東邦大学医療センター　大橋病院　外科� 渡邉　　学
	 帝京大学医学部　外科学講座� 佐野　圭二

RS09-01　‌�高齢者急性胆管炎に対する内視鏡的胆道ドレナージの有用性について 
	 杏林大学　医学部　外科� 鈴木　　裕

RS09-02　‌�壊疽性胆嚢炎の診断における造影超音波検査の有用性 
	 川崎医科大学　検査診断学（内視鏡・超音波）� 河合　良介

RS09-03　‌�急性胆管炎の重症度判定における血液培養とプロカルシトニンの相関 
	 福岡大学医学部　外科学講座　消化器外科� 佐々木隆光
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RS09-04　‌�当院における急性胆管炎の抗生剤使用の検討 
	 健和会大手町病院　救急科� 寺坂　勇亮

RS09-05　‌�当科における急性胆管炎の診断・病態・治療についての検討 
	 東京慈恵会医科大学外科学講座　肝胆膵外科� 脇山　茂樹

RS09-06　‌�急性胆嚢炎に対する腹腔鏡手術の検討 
	 昭和大学横浜市北部病院　消化器センター� 高柳　大輔

RS09-07　‌�急性胆嚢炎に対する腹腔鏡下胆嚢摘出術施行例の検討 
	 新潟県立六日町病院　外科� 角南　栄二

RS09-08　‌�高齢者における急性胆嚢炎緊急手術の安全性の検討 
	 大垣市民病院　外科� 豊田　良鎬

RS09-09　‌�急性胆嚢炎手術に影響を及ぼす因子の検討 
	 市立池田病院� 元木　祥行

RS09-10　‌�急性胆嚢炎切除症例における急性胆道炎の診療ガイドラインの検証 
	 横浜市立大学　消化器・腫瘍外科学� 平谷　清吾

要望演題10
第 ２ 日目　 ３月14日（木）　第10会場
15:35～16:50　‌�若手医師に伝えたい腹部救急診療の諸々　チューブトラブルからドレーン

管理まで
司会	 東京慈恵会医科大学　外科学講座　消化器外科� 矢永　勝彦
	 北海道大学大学院　消化器外科学分野Ⅰ� 武冨　紹信

RS10-01　‌�直腸前方切除術後縫合不全に対するドレーン管理の注意点について 
	 東京慈恵会医科大学附属柏病院　外科� 河原秀次郎

RS10-02　‌�胃瘻カテーテル逸脱に対する救急対応の工夫 
	 杏林大学　外科� 竹内　弘久

RS10-03　‌�再手術を繰り返した難治性術後良性胆道狭窄に対して肝外側区域切除+肝内胆
管空腸吻合術（Longmire手術）を施行した１例 
	 千葉大学大学院医学研究院　臓器制御外科学� 島崎　怜理

RS10-04　‌�術中損傷に対するリカバリーショットを撃つために 
	 京都府立医科大学　消化器外科� 生駒　久視

RS10-05　‌�初期研修医を対象とした腹部救急疾患勉強会の経験 
	 半田市立半田病院　外科� 岡田　禎人

RS10-06　‌�SSI高度発生群に対する皮下ドレーンの役割 
	 福岡大学　医学部　消化器外科� 星野誠一郎

RS10-07　‌�内外瘻ドレナージにより治癒しえた肝切除後の難治性胆汁瘻の２例 
	 札幌医科大学　第１外科� 目黒　　誠

RS10-08　‌�膵頭十二指腸切除後膵液瘻に対するドレーン管理　 
	 東京女子医科大学消化器外科� 鈴木　修司
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RS10-09　‌�膵液瘻に対する洗浄ドレーンの有用性 
	 日本医科大学付属病院　　消化器外科� 吉岡　正人

要望演題11
第 １ 日目　 ３月13日（水）　第10会場
13:40～14:45　外傷性肝損傷と膵損傷

司会	 兵庫医科大学　救命救急センター　救急・災害医学講座‌
� 小谷　穣治
	 日本医科大学大学院医学研究科　救急医学分野� 松本　　尚

RS11-01　‌�外傷性肝損傷に合併した胆汁漏の管理について 
	 国立病院機構横浜医療センター　救急科� 望月　聡之

RS11-02　‌�腹部鈍的外傷に対し尾側膵切除、左腎摘出を施行し救命しえた一例 
	 福井県済生会病院� 河野　史穂

RS11-03　‌�当院における鈍的膵損傷の手術症例24例の検討―術中膵管造影と膵管ドレ
ナージの有用性―  
	 埼玉医科大学総合医療センター　高度救命救急センター� 大河原健人

RS11-04　‌�外傷性肝損傷と Damage control surgery （DCS）症例の検討 
	 香川大学　消化器外科� 岡野　圭一

RS11-05　‌�Ⅲb型肝損傷に対して DCS、TAEを施行し、救命し得た１例 
	 総合病院土浦協同病院　外科� 田嶋　哲也

RS11-06　‌�肝損傷に伴う胆道系損傷に対する治療戦略の検討 
	 大阪府立泉州救命救急センター� 中尾　彰太

RS11-07　‌�肝外傷における周術期管理および術中の注意点 
	 札幌医科大学� 水口　　徹

RS11-08　‌�交通事故による高エネルギー外傷により緊急手術を要した12症例の検討 
	 獨協医科大学　第２外科� 小菅　崇之

要望演題12
第 ２ 日目　 ３月14日（木）　第 ２会場
16:00～17:00　炎症性腸疾患の救急対応

司会	 九州大学　病態機能内科学� 松本　主之
	 日本歯科大学　生命歯学部　外科学講座� 富田　凉一

RS12-01　‌�潰瘍性大腸炎緊急手術症例の術式の選択と予後 
	 兵庫医科大学　炎症性腸疾患センター� 池内　浩基

RS12-02　‌�潰瘍性大腸炎の新規治療薬の登場が外科治療に与えた影響について 
	 東北労災病院　大腸肛門病センター� 高橋　賢一

RS12-03　‌�潰瘍性大腸炎術後感染合併症に留意した術前治療の選択 
	 兵庫医科大学　下部消化管外科� 内野　　基
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RS12-04　‌�消化管穿孔を３度発症するも救命し得た潰瘍性大腸炎の１例 
	 愛媛大学病院　消化器腫瘍外科� 桑原　　淳

RS12-05　‌�炎症性腸疾患（IBD）合併妊娠における病勢悪化時の緊急対応 
	 横浜市立大学付属市民総合医療センター IBDセンター� 井上　英美

RS12-06　‌�クローン病穿孔・出血例に対する緊急手術例の検討 
	 浜松医科大学� 中村　利夫

RS12-07　‌�潰瘍性大腸炎に対する緊急手術術後重篤合併症発生因子の検討 
	 三重大学大学院　　消化管・小児外科学� 荒木　俊光

要望演題13
第 １ 日目　 ３月13日（水）　第11会場
10:20～11:10　虚血性腸疾患・NOMIの診断と治療

司会	 福岡大学筑紫病院　消化器内科� 久部　高司
	 大阪府立急性期・総合医療センター　外科� 岩瀬　和裕

RS13-01　‌�腸間膜静脈閉塞症に対する CT及び経時的超音波検査による手術判断 
	 筑波学園病院　外科� 飯田　浩行

RS13-02　‌�遅発性腸管狭窄をきたした非閉塞性腸間膜虚血（NOMI）症例 
	 藤本病院　外科� 紺谷　忠司

RS13-03　‌�腹腔鏡下手術で診断・治療し得た NOMI の１例 
	 東京慈恵会医科大学　附属柏病院　外科� 市原　恒平

RS13-04　‌�腸管壊死と胆嚢壊死を伴う NOMIに対し、術中 ICG蛍光ナビゲーションサー
ジャリーを施行し救命し得た一例 
	東京医科大学八王子医療センター　消化器外科・移植外科� 富田　晃一

RS13-05　‌�腸閉塞を契機に発症し、大量腸切除を施行した非閉塞性腸管虚血症の一例 
	 東京医療センター　外科� 島田　岳洋

RS13-06　‌�緊急手術を要した非閉塞性腸管虚血症（NOMI）の３例 
	 医仁会　武田総合病院　外科� 原　　豪男

要望演題14
第 １ 日目　 ３月13日（水）　第 ２会場
15:55～17:00　腹部救急診療における Oncology emergency（小児、成人）

司会	 （医）天声会おおもと病院� 磯﨑　博司
	 福岡大学筑紫病院　外科� 前川　隆文

RS14-01　‌�閉塞性左側大腸癌に対する経肛門的イレウスチューブ減圧術の成績 
	 慶應義塾大学　外科� 岡林　剛史

RS14-02　‌�肝腫瘍破裂症例の検討 
	 東京医科歯科大学　肝胆膵外科� 落合　高徳
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RS14-03　‌�胆膵外科診療における癌救急 
	 札幌医科大学　第一外科� 木村　康利

RS14-04　‌�大腸癌イレウスに対する緊急内視鏡診断と Self Expandable Metallic Stent留置術 
	 東邦大学医療センター大橋病院　外科� 高林　一浩

RS14-05　‌�術前減圧管にて緊急手術を回避しえた、結腸直腸がん閉塞症例における術後腸
管運動改善の評価 
	 日本医科大学　消化器外科� 山岸　杏彌

RS14-06　‌�切除不能大腸癌の化学療法中に起こったOncologic emergencyによる手術症例の
検討 
	 千葉県がんセンター　消化器外科� 滝口　伸浩

RS14-07　‌�Oncology emergencyの実際―当科における大腸癌イレウスに対する治療戦略 
	 滋賀医科大学　外科学講座� 園田　寛道

RS14-08　‌�Oncology emergencyを来した広範囲進展後腹膜腫瘍の切除例 
	 群馬大学　医学部　臓器病態外科� 須納瀬　豊

要望演題15
第 １ 日目　 ３月13日（水）　第 3会場
10:35～11:15　救急領域の異物対応

司会	 九州大学　先端医療医学　災害救急医学� 赤星朋比古
	 東邦大学医療センター大橋病院　外科� 斉田　芳久

RS15-01　‌�食塊異物による食道閉塞（Food Bolus Impaction）35例の検討 
	 トヨタ記念病院　救急科� 西川　佳友

RS15-02　‌�開腹を要した巨大肛門異物の２例 
	 守口敬任会病院　外科� 鄭　　賢樹

RS15-03　‌�内視鏡的に処置した上部消化管異物17例の臨床的検討 
	 多根総合病院　急性腹症科� 藤本　直己

RS15-04　‌�当院における異物誤飲症例の検討 
	 飯塚病院　外科� 赤峰　　翔

RS15-05　‌�上部消化管異物症例の検討 
	 東京警察病院　救急科� 金井　尚之

要望演題16
第 ２ 日目　 ３月14日（木）　第11会場
10:20～11:00　抗凝固薬・抗血栓薬投与救急患者の治療

司会	 福岡大学　医学部　救命救急医学� 石倉　宏恭
	 九州大学病院　救命救急センター� 杉森　　宏

RS16-01　‌�抗凝固薬・抗血栓薬内服患者に対する急性胆嚢炎治療の検討 
	 福島県立医科大学会津医療センター準備室　外科� 添田　暢俊
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RS16-02　‌�抗凝固・抗血小板療法中に施行した胆嚢炎手術症例の検討 
	 東京医科歯科大学　肝胆膵・総合外科学� 赤星　径一

RS16-03　‌�抗凝固薬と緊急胆道ドレナージ 
	 那須赤十字病院　放射線科� 水沼　仁孝

RS16-04　‌�計画的坑血小板薬継続投与による胆石症手術の周術期成績 
	 日本医科大学　消化器外科� 水口　義昭

RS16-05　‌�抗凝固薬・抗血栓薬内服中の急性胆嚢炎症例に対する胆嚢摘出術 
	 東京女子医科大学　消化器外科� 今井健一郎

共催　エーザイ㈱


